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結   果 
標的体積の 95％に 5Gy 照射した際の周辺臓器が受けたそれぞれの吸収線量は、左水
晶体で 3.13ｍGy、右水晶体が 3.22ｍGy、甲状腺が 13.26ｍGy、標的体積への照射野内
となる左乳腺が 227.94ｍGy、同様に右乳腺が 371.90ｍGy となった。標的体積からも
っとも離れている生殖腺（骨盤部）では 1.47ｍGy となった。 
標的体積から離れるほど吸収線量の値は低くなり、0cm では 447.5mGy、10cm では
14.3mGy、20cm では 5.1mGy、30cm では 2.5mGy、40cm では 2.0mGy、50cm では 1.5mGy
となった。 
 
考   察 
本研究での蛍光ガラス線量計による吸収線量測定は、標的体積が 5Gy の場合の値で
ある。平均的な放射線治療では総線量はこの 10 倍の 50Gy 程度となるため本研究にて
得られた 10 倍の値にて検討をおこなう必要がある。 
チェルノブイリ事故の放射性降下物にさらされる個人の眼科疾患は、Worgel や 




甲状腺では 50Gy 換算値で 132.6mGy となる。しかし、この線量では甲状腺癌のリス
クを増加させることができるかどうか明らかにされていない。 
 Land らの研究では乳癌リスクの増加は被爆後 10 年以上経過してから認められたが，







道内にあり,その線量は 227.94 から 371.90ｍGy となった。すなわち，総治療線量が





結   語 
本研究では、IMRT における周囲臓器の吸収線量を蛍光ガラス線量計により実測した。
IMRT では照射野外臓器の影響も考慮した選択的な入射方向による治療計画を施行す
る必要がある。 
